














の我々が抱く同性愛者観を相対化し、その異化を試みた (e.g., (フーコー , 1986a), (フーコー , 
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年 月 巻号 題名 投書者 所在地 性指向 内容
1922 9 1(5) 男子同性愛の一実例 Ｔ・O生 不記載 同性愛 妻帯してもなお押さえきれぬ同性愛的 欲求の告白（T・O生＝ JO生＝Ｊ・Ｏ生）
1922 11 1(7) 男性同性愛者の心理に就いて TK生 岐阜 異性愛 J・O生の欺瞞的結婚生活への非難
1922 11 1(7) 同性愛者 J・O生君に呈す TK生 岐阜 異性愛 J・O生の夫婦関係に対する責任観念 の軽々しさを非難
1922 12 1(8) 同性窃視症者より S・K 大阪 同性愛 同性を対象とした窃視症の告白
1923 1 2(1) 反逆者の叫び 天紅生 岡山 同性愛 同性愛者の妻帯を「人間的に生きよう とする努力」として肯定
1923 3 2(3)『女性的男子』を読んで A生 戸塚 同性愛 同性愛を大人同士の自己責任におい て認めるべきと訴える
1923 3 2(3) 同性愛者の悩み 無名生 小石川 同性愛 同性愛者として、家族への告白の是 非、子孫の問題等に悩む
1923 3 2(3) 男子同性愛者の結婚に就いて TK生 岐阜 異性愛 同性愛者妻帯肯定論への反駁
1923 4 2(4) 光を与えよ 失名 平安の学窓より 異性愛
変態性欲の事実の研究に止まらず、そ 
こから救う手立てを示すべきと主張
1923 5 2(5) もの苦しさに HY生 静岡県 同性愛 J・O生と同じ同性愛者として、今後の不 安を訴える
1923 5 2(5) 同性愛者より JO生 東京 同性愛 自らを「変質者」と規定し、その苦悩の未解決を語る。末尾に短歌 6首






(e.g., (不具の男 , 1920), (KS生 , 1921) & (相当身分ある者 , 1921))、それはあくまで単発的な
ものでしかなかった。また『性』における投書は、そこに書かれた、「自分の先天的同性愛に
つき、二十年来行ひ来りたることを告白し、秘密に御面会下さるならば、申し上ぐべく存じま




























雑誌『変態性欲』は、日本精神医学会が発行し、1922年 3月から 1926年 1月までの間に、










(田中 , 1922, p. 241)との解説が付けられ、同性愛読者から送られてきたという、香涯への個
人的な相談の手紙が公開されている。香涯自身が、この段階でどこまでの思惑があったのかは
定かではないが、この記事の掲載を端緒として、雑誌の誌面には同性愛をテーマとする投書欄
が断続的に登場することとなった (see Table 1)。
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無いかと申越される御方もあります」(田中 ,1923b, p. 286)と記している。実際、議論に参加
した投書をみても、「変態性欲を研究される著者よ。単に事実の研究に止らず憐れなる彼等を























ひます」という J ･ O生へ語りかけで始まる、TK生の投書「同性愛者 J ･ O生君に呈す」は、「先
天的？変態性欲の所有者である君が、如何なる事情があるにもせよ、妻を娶られたこと」は「罪
悪である」と断じて、J ･ O生を痛烈に批判する (1922, pp. 336-7)。また、このような批判が




















中 , 1923a) & (田中 , 1923b))。これらクラフト＝エビングらの学説は、日本においては、す
でに羽太鋭治と澤田順次郎によって、「変態性欲論」という形で体系的な導入と展開が図られ
ていた (羽太 & 澤田 , 1915)。香涯の議論もまた、そのような潮流の枠組みのなかにあったも
のとして理解することが出来よう。では、「変態性欲論」とはどのような学説であったのか。
その基本的な考え方を挙げれば、性的異常の起源を、神経や脳といった部位の器質的異常に求
め、それは過剰な刺激や外傷、または遺伝的異常が原因であるとみなすものであった (竹内 , 
2007)。このような認識は、現在からみれば、あまりに短絡的に過ぎるようにみえる。しかし、
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歌にはなつて居ませんが、四五年前の日誌の中に書き残して居た腰折れの中から、二
つ三つ御目にかけます (1923, p. 237)。
こう述べた J ･ O生は、この引用部分に続いて、「小火鉢に残る煙草の吸殻を／焼きつゝ思
ふ友の濃き眉」(p. 237)といった、同性愛を主題とした短歌 6首を詠じている。前々号の 2巻
3号には、TK生から自らへの批判が再度掲載されており、今回の投書では、それに対する何
等かの応答を示しても不思議ではないのだが、J ･ O生はそうはしなかった。J ･ O生がこのよ
うな姿勢を選択した背景には、彼の投書が、誰に向かって発信されるものだったのかが関係し
ていると考えられる。一回目の投書は、香涯の解説が示すように、J ･ O生がその苦悩を、専
門家である香涯に相談したものであった。だが、今回の J ･ O生の投書が語りかけたのは、先
に挙げた「此の遂げられざる望に苦しむ人と、せめて桜散る一と夜を語り明かしたらば、此上
なき慰安にもなりませうものを」という記述が示すように、香涯というよりも、この雑誌を愛
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の可能性を希求するものであったという点だ。バトラーは、人が有する
激




























問題 ]には聊か愚見も持つてゐますが、然しそれは一応君 [同性愛者 J ･ O生 ]の心理の神髄
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⁸雑誌『変態心理』は、日本精神医学会によって発行され、1917年 10月から 1926年 10月
の間に全 103冊が発行された。文学士・中村古峡を主幹とし、文学、歴史学、民俗学、医学、
心理学、宗教学など、幅広い学問領域の論文を掲載した準学術雑誌であった。












るために、最終的には、人間という種の絶滅へと進行してゆくと主張していた (保崎 & 高橋 , 
1983)。
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¹現在、自然科学の立場から、同性愛を本質主義的に論じる論者も多くいる。そのなかには、ショ
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Deviants of Modern Society: 
The self-realization of male homosexuals 
as seen from magazine postings in Taisho Japan
Mizuho TAKEUCHI
This paper discusses the power hierarchy in society concerning “sex” and the 
development of a sense of independence and identity by male homosexuals in Taisho 
Japan through an analysis of their magazine postings. Earlier studies have emphasized 
that, in the modern era, homosexuals were categorized as “patients with perverted 
sexual desires.” The paradigms of “perverted sexual desire” and the “norm of the 
modern family” can indeed be discerned from the letters posted in the magazine 
Perverted Sexual Desires (Hentai Seiyoku), which described the lifestyles of male 
homosexuals. Under the influence of the notion of “perverted sexual desire theory 
(Hentai Seiyoku Gaku),” the homosexuals acknowledged themselves to be untreatable 
congenitally sick people, while the pressure caused by the second paradigm gave rise 
to many homosexuals who saw themselves as socially harmful existences who were not 
able to carry on their family names and unable to participate in the marital institution. 
However, calls for empathy aimed at fellow male homosexuals also gradually appear in 
the magazine. According to Butler, a “passionate pursuit” of the establishment of one's 
own identity is activated upon the moment of “interpellation. ” The same holds true 
for homosexuals who, because of their passionate desire for better status and identity, 
adapted the existing laws to use for their own convenience. Identifying such “failures” 
in the laws that the lust and desires of homosexuals unearthed may lead us to discover 
new perspectives on Taisho politics.
Keywords: homosexuality, modern Japan, perverted sexual desires, independence/
identity, Yuukichi Tanaka
